
 

列車種別　

　駅　名

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ２１：３５ ２２：２８ ２３：１０

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ２１：３8 ２２：３１ ２３：１２

新整備場 発 ↓ ↓ ↓

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ２１：４２ ２２：３６ ２３：１７

天空橋 発 ↓ ↓ ↓

整備場 発 ↓ ↓ ↓

昭和島 発 ↓ ↓ ↓

流通センター 発 ↓ ↓ ↓

大井競馬場前 発 ↓ ↓ ↓

天王洲アイル 発 ↓ ↓ ↓

モノレール浜松町 着 ２１：５7 ２２：４９ ２３：３１

空港快速 空港快速 空港快速
列車種別　

　駅　名

モノレール浜松町 発 ２１：５５

天王洲アイル 発 ２２：００

大井競馬場前 発 ２２：04

流通センター 発 ２２：０６

昭和島 発 ２２：０８

整備場 発 ２２：１０

天空橋 発 ２２：１２

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ２２：１４

新整備場 発 ２２：１６

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ２２：１８

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 着 ２２：１９

普通

                             

 

 

２ ０ ２ ３ 年 ７ 月 ６ 日 

東京モノレール株式会社 

 

 

 

 

東京モノレール株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社長：照井英之、以下「東京モノレール」)

は、 2023年７月１５日（土）～8月２７日（日） までの夏期間の土日祝日に臨時列車を運転いたします。

また、お盆期間を含んだ ８月１４日（月）～１８日（金） は平日も運転いたします。 

 

 

１．２１時台、22時台、23時台上りに空港快速を運転 （下りは普通列車を運転） 

（ １ ） 運転日  

    ２０２３年７月１５日（土）～８月２７日（日）までの土日祝日 

    ２０２３年８月１４日（月）～１８日（金）まで 

 

（２） 運転時刻 

【上り列車】                               【下り列車】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夏期間に羽田空港のご利用に便利な臨時列車を運転します 



 

（通常の運転時刻）

列車種別　

　駅　名

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：０９ ９：１3

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：11 ９：１５

新整備場 発 ９：１３ ９：１７

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：１６ ９：２０

天空橋 発 ９：１８ ９：２２

整備場 発 ９：１９ ９：２３

昭和島 発 ９：２２ ９：２６

流通センター 発 ９：２４ ９：２８

大井競馬場前 発 ９：２６ ９：３０

天王洲アイル 発 ９：２９ ９：３３

モノレール浜松町 着 ９：３４ ９：３８

普通普通

列車種別　

　駅　名

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 発 9：１０ ９：１３

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 9：１２ ９：１５

新整備場 発 9：１４ ↓

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：１６ ９：１９

天空橋 発 9：１８ ↓

整備場 発 ９：２０ ↓

昭和島 発 ９：２６ ↓

流通センター 発 ９：２８ ↓

大井競馬場前 発 ９：３０ ↓

天王洲アイル 発 ９：３３ ↓

モノレール浜松町 着 ９：３８ ９：３３

普通 空港快速

列車種別　

　駅　名

モノレール浜松町 発 ８：５１

天王洲アイル 発 ８：５６

大井競馬場前 発 ８：５９

流通センター 発 ９：０１

昭和島 発 9：０３

整備場 発 ９：０５

天空橋 発 ９：０７

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：０９

新整備場 発 ９：１２

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：１３

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 着 ９：１５

普通
（通常の運転時刻）

列車種別　

　駅　名

モノレール浜松町 発 ８：４９

天王洲アイル 発 ８：５４

大井競馬場前 発 ８：５７

流通センター 発 ８：５９

昭和島 発 ９：０１

整備場 発 ９：０４

天空橋 発 ９：０５

羽田空港第３ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：０７

新整備場 発 ９：１０

羽田空港第１ﾀｰﾐﾅﾙ 発 ９：１２

羽田空港第２ﾀｰﾐﾅﾙ 着 ９：１３

普通

２．9時台上りに空港快速を運転 

普通列車1本を空港快速に変更して運転します。先行の普通列車は、昭和島駅で臨時空港快速の通

過待ちを行います。 

（ １ ） 運転日  

    ２０２３年７月１５日（土）～８月２７日（日）までの土日祝日 

 

（２） 運転時刻 

【上り列車】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下り列車】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料は、SDGｓ推進の観点からＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用して作成しています。 
 


